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1 琉球諸語と⽇琉祖語の⺟⾳体系

(1) ⽇琉祖語の⺟⾳体系
• 上代⽇本語のみに基づいた内的再建では：*a,
*i, *u, *ə という 4 ⺟⾳体系（松本 1975, ⼤野
1977, Martin 1987）

• 琉球諸語との⽐較からは：*a, *i, *u, *e, *o,
*əという 6⺟⾳体系を再建（服部 1978–1979,
Thorpe 1983, Miyake 2003, Pellard 2008, 2013,
ペラール 2016）

「昼（間）」「蒜」 「⾺・午」「海」

⽇琉 *piru *peru *uma *omi
上代 ヒ甲 ル ヒ甲 ル ウマ ウミ甲
岡前 çiɾuː ɸɨːɾu mˀaː ʔuŋ
今帰仁 pˀiɾuː pʰiɾuː mˀaː ʔumi
⼤神 psːma piɯ mma im
⽯垣 pˢɨːɾɨ piŋ mma iŋ
与那国 tsˀuː çiɾu mma unnaɡa

(2) 服部 (1978–1979)では７⺟⾳体系
• *üを *a, *i, *u, *e, *o, *əに追加*1

• 琉球諸語と上代語のイ列⼄類⾳の対応が動機
（「

ひ⼄〜ほ

⽕ 」の例）

• 以下に⽰すように *üの再建が不要

2 上代⽇本語のイ列⼄類⾳と琉球諸語

(3) 上代特殊仮名使いのイ列⼄類（相当）⾳
• 2通りの交替パタン（露出形〜被覆形）
1. イ⼄ 〜ウ < *ui

– 例：ツキ⼄（⽉）〜ツクヨ甲（⽉夜）
– 例：クチ（⼝）〜クツワ（轡）

*1 他の観点から提唱された Frellesvig & Whitman (2008)の 7
⺟⾳体系については Pellard (2010)の批判を参照。

2. イ⼄ 〜オ⼄< *əi
– 例：キ⼄（⽊）〜コ⼄ ノ⼄ ハ（⽊葉）
– 例：オチ（落ち）〜オト⼄ ス（落とす）

• 琉球諸語では両者が区別されている

「⽉」 「⽊」 「⼝」 「落ちる」

上代 ツキ⼄ キ⼄ クチ オチ
〜ツク 〜コ⼄ 〜クツ 〜オト⼄ ス

阿伝 tutɕi- çiː kˀutɕi ʔuti-
湯湾 tsɨki kʰɨː kˀutɕi ʔutɨɾ-
今帰仁 ɕitɕiː kiː kutɕiː ɸuti-
⼤神 ksks kiː fks uti
⻄原 tsɨtsɨ kiː futsɨ utiː
⽯垣 tsɨkˢɨ kiː ɸutsɨ uti-
波照間 sɨkˢɨ ki ɸutsɨ utɕi-
琉球祖語 *tuki *ke *kuti *[u | o]te

(4) イ列⼄類⾳のもう⼀つの由来：*oi (Pellard 2013,
ペラール 2016)
• 被覆形のオ列⾳が甲類相当 (< *o)と考える例
もある（例：「

あを

⻘〜
あゐ

藍」）

• 被覆形ウ列⾳の⼀部は⽇琉祖語の *o に遡る
（例：「

き⼄

⻩〜
く が ね

⻩⾦」，「過ぎ⼄〜過ぐす」）

• 琉球諸語ではオ列⾳と交替するイ列⼄類（相
当）⾳が 2通りの対応を⽰す：
1. オ（⼄）〜イ（⼄） :: *e < *əi（例：「⽊」）
2. オ（甲）〜イ（⼄） :: *i < *oi（例：「⽕」）

「⽇」「⽕」「座る」「⾝・実」「⽊」

上代 ヒ甲 ヒ⼄ ヰ ミ⼄ キ⼄
湯湾 çiː çi- ji- miː kʰɨː
⻑浜 pˢɨː pˢɨ- bᶻɨː mᶻɨː kiː
⽯垣 pˢɨː pˢɨː bᶻɨ- mɨː kiː
琉祖 *pi *pi *wi *mi *ke
⽇琉祖 *pi *poi *woi *mui *kəi



(5) 琉球祖語における {*i}，{*ui, *oi}，{*əi}の 3項
対⽴残存説（パッパラルド 2012, Lau 2015）
• 波照間⽅⾔・⽵富⽅⾔：
1. *ki >波 sɨ，⽵ ɕi
2. *kui | *koi >波 kˢɨ，⽵ ki
3. *kəi >波・⽵ ki
• 例外（「時」）と経済性の問題
• 環境（無声化）を考慮すると説明可能
1. *kəi > ki
2. *ki | *kui | *koi

>波 kˢɨ，⽵ ki
/

#
[+cons
–son
–voi

]

#
[
+cons
–voi

][
V

–low

]
#


>波 sɨ，⽵ ɕi /それ以外の環境

3. 波照間のみ：途中で *r > s / kˢɨ （「霧」を

参照）

上代 ⽯垣 波照間⽵富

*ki

「息」 イキ甲 ɨkɨ ɨsɨ iɕi
「昨⽇」 キ甲 ノ⼄ フ kˢɨnu sɨnu ɕinu
「⿉」 キ甲 ミ甲 kˢɨŋ sɨŋ siŋ
「肝」 キ甲 モ甲 kˢɨmu sɨmu ɕũː
「⾐」 キ甲 ヌ kˢɨŋ sɨnu ɕiŋ
「先・岬」サキ甲 sakˢɨ sasɨ səɕi
「時」 ト⼄ キ甲 tukˢɨ tukˢɨ tuki
「脇」 ワキ甲 bakˢɨ basɨ bəɕi

*k[u | o]i
「霧」 キ⼄ リ kˢɨɾu kˢɨsɨ ɕiɾu
「茎」 クキ⼄ ɸukˢɨ ɸukˢɨ ɸuki
「⽉」 ツキ⼄ tsɨkˢɨ sɨkˢɨ çiki

*kəi 「⽊」 キ⼄ kiː kiː kiː

3 ワ⾏⼦⾳の祖形

(6) ⽇本語 w :: 南琉球諸語 b / #
• 弱化 *b > wか強化 *w > bか
• 北琉球諸語の⼀部でも w- :: b-の対応
• 隣接していない：古い状態の反映の可能性
• 弱化の⽅が⾃然で頻繁に起こるという論拠
• *w > bのような強化はめずらしくない：ロマ
ンス諸語 (Bourciez 1967: 302–303)，インド・
アーリア諸語 (Masica 1991: 202)，サモエード
諸語 (Sammallahti 1988)，オーストロネシア諸
語 (Blust 1990: 252)

「我」 「居る」「酔う」「夫」

中古 ワ ヰ ヱヒ ヲヒト
阿伝 waŋ jijui juːjui ɡutu
与論 wanu bjuŋ ɸuijuŋ ɸutu
辺野喜 ɡwaŋ biːŋ ʔuiɾuŋ ʔutu
久⾼ wanaː ɡiːŋ ɡuiːŋ ɡutu
⻄原 baŋ biː bjuːi butu
⽯垣 banu bᶻɨɾuŋ biːŋ budu
与那国 banu (excl) bi- biɾuŋ butu

(7) 複合語：b が現れない（名嘉真 1996，Bentley
2008: 166，Pellard 2009: 354）
• 複合語は古形を保つことが多い
• 後部に⽴った時に bが現れないことも
• 特に語彙化されて語構成が不透明となった複
合語

• 逆に透明な複合語では bが⾒られる
• bの⽅が新しい

「夫」「夫婦」(<「⼥-夫」)
⼤神 putu miːtu
⻄原 butu mjuːtu
⽯垣 budu mjuːtu
⽵富 butu mijutu
与那国 butu mituda

(8) 漢語にも w :: bの対応
• 例：「茶碗」⼤神 tapaŋ，⻄原・⽯垣 tɕabaŋ，
⽵富・波照間 ɕabaŋ，与那国 sabaŋ

• 語中の wが失われた後の借⽤と説明可能
• 語頭だけではなく，当時のすべての wが強化
1. w > ∅ / V V
2. 漢語の借⽤
3. w > b

(9) 体系のあきま
• b > wという弱化説では *buが⽋如*2

• その体系のあきまを説明できない
• 強化説では *wu の⽋如が知覚顕著性によっ
て説明できる (Maddieson & Precoda 1992)

*2 名嘉真 (1996)や Vovin (2010)は *buも再建するが，主に下
地 (1979)の資料による。しかしそれらが他の資料 (Nevskij
1922–1928,平⼭ 1983,かりまた 2005)とは語形が⼀致せず，
明らかに語源を考慮に⼊れた書記法が使⽤されている。ま
た，v < *bu対 u < *uが再建されているのに対し，v < *u対
u < *oを再建したい (Pellard 2009)。



(10) 北琉球諸語の b
• bの分布が限られている
• 辺野喜⽅⾔：u < *oの前では bが現れない
• *w > b の前に *o と *wo が ʔu に合流したと
説明可能

• 逆に *bが先に u < *oの前で失われたとは考
えにくい（⾳声学的な説明がない）

• 与論⽅⾔では *b > ɸ / *oという変化を仮
定するのも⾳声学の観点からは困難

• ⼀⽅ *w > ɸという変化は類例がある：
– 徳之島岡前⽅⾔「夫」wutuː ~ ɸutuː
– 古アイルランド語 *w > f (Matasović 2009)

(11) 北琉球諸語の g
• 北琉球諸語では w :: g / # ：喜界島・沖縄

島北部・久⾼島

• 隣接していない：古い状態の反映の可能性
• しかし辺野喜⽅⾔の gwaː「豚」< 琉祖 *uwa
からは強化が語頭⺟⾳の脱落の後に起こった

と推定できる：*uwa > *ʔuwa > *wˀaː > gwaː
• 喜界島の阿伝⽅⾔：*oの前のみ g
• 久⾼⽅⾔，⾮広⺟⾳の前のみ g
• こういう限られた分布を強化の結果と考えた
⽅が妥当

• 弱化説でも *b > w > gの強化を認めざるを得
ない

• 強化が不⾃然だという論拠と⽭盾

4 ヤ⾏⼦⾳の祖形

(12) ⽇本語 j :: 与那国語 d / #
• 弱化 *d > jか強化 *j > dか
• 弱化説では *diが体系のあきまになることが
説明できない

• 強化説では *ji があきまになるが，知覚顕著
性によって説明できる

「⼭・森」「湯」「夜」

上代 ヤマ ユ ヨ甲 ル
岡前 jamaː juː juɾuː
今帰仁 jamaː juː juɾuː
平良 jama juː juᶻɨ
⽯垣 jama juː juːɾɨ
与那国 dama duː duɾu

(13) 複合語：dが現れないことも
• daː「家」
• baja「我が家」（< *ba-ja「我々-家」）
• ndja「お宅」（< *ndi-ja「あなた達-家」）

(14) 漢語にも j :: dという対応
•「野菜」 dasai
•「厄年」 daɡudutɕi
•「欲」  duɡu

(15) j > dという変化の可能性
• *j > dという直接な変化が可能かは疑問
• しかし *j > dʲ | ɟ という変化は⾒られる：ベ
トナム語 (Maspero 1912: 68–69), アルタイ語
(Johanson 1998: 97)，サモエード諸語とハン
ガリー語 (Sammallahti 1988)，アルバニア語
(Fortson 2009)

• *j > (d)z | (d)ʑ | (d)ʒ もよく⾒られる：ロマン
ス諸語 (Bourciez 1967)，ギリシャ語 (Fortson
2009)，チュルク諸語 (Johanson 1998: 96–97)，
タイ諸語 (Pittayaporn 2009)，オーストロネ
シア諸語 (Blust 1990)，アサバスカ諸語 (Rice
1997)

(16) 与那国語における⼦⾳の強化
• z | ʑ > dは実際起こっている：

–「味」琉祖 *azi > adi
–「数」琉祖 *kazu > kʰadi
–「⾵」琉祖 *kaze > kʰadi
–「昨年」琉祖 *kozo > kʰudu
–「掃除」琉祖 *sauzi > sudi

• つまり *j > *ʑ という⾃然な変化を新たに仮
定するだけで⼗分

(17) ⽂献からの傍証 (Vovin 2010: 43–44)
•『海東諸国紀』（1471）では「与那国島」（与那
国語 dunaŋ-tɕˀima）が「閏伊是麼」と表記

• 中期朝鮮語：「閏伊是麼」ᅀᅲᆫ이시마 zjun.i sima
• *j > (d)ʑ > dの途中過程



5 琉球諸語の p⾳について
(18) 琉球諸語の多くでは語頭ハ⾏⼦⾳に pが対応

• ⽇本語のハ⾏⼦⾳も <*p
• 琉球諸語の p⾳が祖語の *pをそのまま反映
していると考えるのが⾃然

• 琉球諸語の⼀部に⾒られる ɸ | f | h は⼆次的
な派⽣

「⻭」「⽇」「篦」「⾻」「踊り」

⽇本語 ハ ヒ ヘラ ホネ ヲドリ
佐仁 paː pi- pɨɾa punɨ wuduɾi
⼩野津 paː piː pɪɾa punɪ udui
今帰仁 pʰaː pˀiː pʰiɾaː pʰuni wuːdui
⼤神 paː psː piɾa puni putuɯ
⽯垣 paː pˢɨː piɾa puni buduɾɨ
与那国 haː tɕˀiː çiɾa ɸuni budi

(19) p⾳新形説 (中本 2009, 2011)
• *p > ɸ > pという循環変化
• 積極的な証拠がないようである
• かりまた (2009)の批判も参照

(20) ɸ > pの可能性
• ɸ > pという変化は類例がない (Kümmel 2007)
• 摩擦⾳が・既・存の破裂⾳と合流する例のみ
• 南琉球等の・有・声・⾳の *w > b とは空気⼒学的
な条件が異なる

• ɸ > pが不⾃然な変化であるのに対し，w > b
という変化は⾃然（前述）

• p を持っている⽅⾔の多くでは *w が破裂⾳
の bに変化していない（喜界島，奄美⼤島北
部，沖縄北部の諸⽅⾔）

• ⼀⽅，様々な強化が起こったと思われる与那
国語では *wが bに変化していながらも，破
裂⾳の pではなく摩擦⾳の hが現れている

(21) 北琉球諸語における呼気流と喉頭化
• 強い呼気流が喉頭の緊張によって制御された
結果 *ɸが pに強⾳化したという仮説

• しかし *e | *oの前では喉頭化⼦⾳が⽣じない
• *e | *oの前では pが現れないと予測される
• 実は p をもっている⽅⾔では p が⺟⾳と関
係なく現れる（今帰仁⽅⾔等）

• p⾳新形説が反証

6 語末⿐⾳

(22)⽇本語 ∅ :: 波照間 ∅ | ŋ / #
• 語末⿐⾳の出現状況が不明
• ⽇琉祖語に遡るという説（村⼭ 1981, Starostin
et al. 2003）

波照間 ⽩帆 与那国 ⽇本語

「⽬」 miŋ miŋ miː メ⼄
「昨年」kutsɨŋ kutsɨŋ kudu コ⼄ ゾ⼄
「鳩」 patoŋ patoŋ hatu ハト甲
「根」 niŋ niː niː ネ
「⽇」 pˢɨŋ piː tɕˀiː ヒ甲
「⾺」 mmaŋ mma mma ウマ
「額」 fute futeŋ tˀai ヒタヒ
「茸」 naba nabaŋ naba ナバ
「煙」 kipusɨ kipuɕiŋ kʰibuntɕi ケブリ
「粉」 kuː kuː kʰuŋ コ甲
「⾓」 sɨno sɨmu nnuŋ ツノ甲
「糠」 nuɡa nuɡa nuɡaŋ ヌカ

(23)語末⿐⾳が祖語に遡るという説の問題
• 波照間⽅⾔の他に，その姉妹⽅⾔の⽩帆⽅⾔
と与那国語でも観察される

• しかしその⿐⾳が現れる語が⼀致していない
• 4つの異なる⿐⾳の再建が必要だが⾮現実的
• 経済性の原理から⾒ても問題：波照間⽅⾔
の-ŋが少なくとも 6回（⽇本語・北琉球語派
・宮古語・⽩帆⽅⾔・その他の⼋重⼭諸⽅⾔

・与那国語）も独⽴的に失われたことになる

• 複合語では-ŋが現れないことが多い（波）：
– miŋ「⽬」：miː-kaŋgaŋ「眼鏡」
– sɨkˢɨŋ「⽉」：mata-sɨkˢɨ「来⽉」
– mmaŋ「⾺」：mma-nu-kaŋ「鬣」

(24) Oyler (1997)の仮説
• 形態論の再分析と類推作⽤
• 波照間⽅⾔の焦点標識の =nduの再分析
• 与那国語の焦点標識は =du で同じように説
明できない (⼭⽥他 2013, Yamada et al. 2015)

(25)かりまた (2010: 5–6)の仮説
• 激しい呼気流と無声化による⿐⾳化：
paː > pḁ̃ː̃ > pãː̃ > paã > paŋ

• しかし不規則性の問題が残る
• 無声化が⽣じない語でも語末⿐⾳が現れる：
*uma > mmaŋ「⾺」



7 まとめ

(26)⽇琉祖語の⺟⾳
• 6⺟⾳体系
• 服部 (1978–1979)の *üが不要
• 代わりに *oiを再建
• 琉球祖語では {*i,*ui,*oi} 対 {*əi, *ai, *e, *ia,
*iə}のように合流

*i *u
*e *ə *o

*a

*ui
*əi *oi
*ai

*iə
*ia

*uə
*ua

(27) ⽇琉祖語の⼦⾳
• ワ⾏⼦⾳の祖形は *w
• ヤ⾏⼦⾳の祖形は *j
• ハ⾏⼦⾳の祖形は *p,琉球祖語の段階でも *p
• 南琉球の語末⿐⾳は祖語に遡らないが現段階
ではその発⽣を説明できない

*p *t *s *k
*Np *Nt *Ns *Nk
*m *n

*r
*w *j

資料について

参照⽂献掲載資料の他に，湯湾・岡前・⼤神・⻄原

・与那国の諸⽅⾔については発表者の調査資料も使

⽤した。表記はすべて簡略⾳声表記に統⼀し，アク

セント及び無声化に関する情報は省いた。
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